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○概況

りそなホールディングス 市場企画部

7-9月期GDPは前期比＋0.1％と4四半期連続プラス成長
設備投資は堅調、個人消費に増税前の駆け込みがみられる
も外需や民間在庫が成長を下押し

GDPデフレーターは前年同期比+0.6%

 2019年7-9月期実質GDP1次速報値は、前期比＋0.1％（年率＋

0.2％）と辛うじて4四半期連続のプラス成長。市場予想（前期比

+0.2％、年率+0.9％）は下回った。個人消費が前期比+0.4％と消費

増税前の駆け込みの動きもありプラス。設備投資は同＋0.9％と市場予

想並みの堅調な結果となった。

 一方、民間在庫と外需が成長を下押し。輸入が消費増税の駆け込みもあ

る中で前期比+となるなか、世界経済の減速やインバウンドの減少により輸

出が弱含みとなった。

 GDPデフレーターは前年同期比＋0.6％、原油安による輸入デフレーターの

低下がデフレーターの押し上げにつながった。

 今回の個人消費は予想を下回ったものの、消費増税の駆け込み需要が限

定的という視点でみれば、政府の消費増税対策が一定程度の効果を伴っ

た結果ともいえる。2014年の消費増税時には1-3月の個人消費が

+2.0％となった一方、4-6月期に▲4.8％と反動減が目立った。今回の増

税後10-12月期は反動減は軽減されるだろう。。

 消費増税の反動、台風の影響も懸念され10-12月期はマイナス成長が予

想される。今後の焦点は反動減後の個人消費の回復と、弱さが続く輸出動

向の反転となろう。

【実質GDP成長率 需要項目別（前期比）】

【出所】内閣府、Bloomberg、IN情報センター

りそな 経済フラッシュ
（日本7-9月期GDP1次速報値）

2018 2019

7-9 10-12 1-3 4-6 7-9

実質GDP -0.5 0.4 0.5 0.4 0.1

（民需） (-0.3) (0.7) (0.0) (0.4) (0.1) 

個人消費 -0.1 0.3 0.0 0.6 0.4

民間住宅 0.4 1.1 1.1 0.5 1.4

設備投資 -3.2 3.2 -0.4 0.7 0.9

（民間在庫） (0.3) (0.0) (0.1) (-0.1) (-0.3) 

（公需） (-0.1) (0.1) (0.1) (0.3) (0.1) 

政府消費 0.2 0.7 0.0 1.2 0.5

公共投資 -2.5 -1.0 1.8 2.1 0.8

（公的在庫） (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) 

（外需） (-0.1) (-0.4) (0.4) (-0.3) (-0.2) 

輸出 -1.8 1.1 -2.0 0.5 -0.7 

輸入 -1.2 3.8 -4.1 2.1 0.2

前期比%

（前期比寄与度%pt）


